
 

京都大学における履修証明プログラムに関する規程 

（平成２６年１月７日総長裁定） 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は、学校教育法（昭和２２年法律第２６号）第１０５条及び学校教育法施行規則（昭

和２２年文部省令第１１号）第１６４条の規定に基づき、京都大学（以下「本学」という。）にお

いて履修証明を行うプログラム（以下「履修証明プログラム」という。）に関し必要な事項を定め

るものとする。 

 （総括者） 

第２条 本学における履修証明プログラムの実施に関しては、教育担当の理事（以下「担当理事」と

いう。）が総括する。 

（開設） 

第３条 履修証明プログラムは、社会人等の学生以外の者を対象として、体系的な知識、技術等の習

得を目指す課程とする。 

２ 履修証明プログラムは、部局（各研究科、各附置研究所、医学部附属病院及び各センター等（国

立大学法人京都大学の組織に関する規程（平成１６年達示第１号）第３章第７節から第１１節まで

に定める施設等をいう。）をいう。以下同じ。）又は複数の部局が共同して開設することができる。 

（編成の要件） 

第４条 履修証明プログラムは、本学が開講する講習若しくは授業科目又はこれらの一部により体系

的に編成するものとする。 

２ 一の履修証明プログラムの修了に要する総時間数は、１２０時間以上とする。 

３ 履修証明プログラムの講習又は授業科目を担当する者は、本学の教員とする。ただし、当該履修

証明プログラムを開設する部局の長（複数の部局が共同して一の履修証明プログラムを開設する場

合には、当該履修証明プログラムを開設する部局の長の代表者。以下「開設部局の長」という。）

が必要と認める場合は、本学の職員又は学外の者に委嘱することができる。 

（履修資格） 

第５条 履修証明プログラムを履修することのできる者は、京都大学通則（昭和２８年達示第３号）

第５条、第３７条又は第５３条の３に定める資格を有する者のうちから開設部局の長が定める。 

（届出及び公表） 

第６条 開設部局の長は、履修証明プログラムを開設するにあたっては、別紙様式１の履修証明プロ

グラムの開設届出書を作成し、当該開設部局の教授会（又はこれに代わる機関。以下同じ。）の議

を経て、総長に届け出なければならない。 

２ 開設部局の長は、履修証明プログラムの名称、目的、修了に要する総時間数、履修資格、定員、

内容、講習又は授業の方法、修了要件その他必要と認める事項を公表するものとする。 

３ 第１項の届出後に履修証明プログラムの内容等に変更が生じた場合は、前２項の規定を準用する。 

 （履修の申請） 

第７条 履修証明プログラムの履修を志望する者は、願書に必要書類を添えて、所定の期日までに、

志望開設部局の長に願い出なければならない。 

（履修の決定等） 



第８条 開設部局の長は、前条の願い出があったときは、当該開設部局の教授会の議を経て、履修証

明プログラムの履修の可否を決定し、その結果を志望者に通知するものとする。 

（受講料） 

第９条 前条の規定により履修証明プログラムの履修を許可された者は、所定の期日までに、当該履

修証明プログラムの受講料を納めなければならない。 

２ 履修証明プログラムの受講料に関し必要な事項は、開設部局の長が定める。 

（履修証明書） 

第１０条 開設部局の長は、履修証明プログラムの修了要件を満たした者には、当該開設部局の定め

るところにより、履修証明プログラムの修了の認定を行う。 

２ 開設部局の長は、前項により修了の認定をした者に、履修証明書を交付するものとする。 

３ 前項の規定にかかわらず、総長は、特に必要と認める履修証明プログラムの修了認定者に、履修

証明書を交付することができる。この場合において、第６条第１項中「総長に届け出なければなら

ない」とあるのは、「総長に届け出て、承認を得なければならない」と読み替えるものとする。 

４ 履修証明書の様式は、別紙様式２のとおりとする。 

（記録の作成及び管理） 

第１１条 開設部局の長は、履修証明プログラムの履修者の教務に関する記録を作成し、管理しなけ

ればならない。 

（実施体制の整備） 

第１２条 開設部局の長は、履修証明プログラムの編成及び実施状況の評価並びに履修証明書の交付

を行うために必要な体制を整備しなければならない。 

 （雑則） 

第１３条 この規程に定めるもののほか、履修証明プログラムに関し必要な事項は、担当理事が定め

る。 

附 則 

 この規程は、平成２６年１月７日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別紙様式１（第６条第１項関係） 

 

履修証明プログラムの開設届出書 

開設部局名  

部局長名（複数の部局が共

同して開設する場合は代表者） 
 

プログラム担当代表者
（所属） 

 
（                           ） 

プログラムの名称  

プログラムの目的及び

内容 

1) 目的 

2) 内容（編成方針等） 

3) 修了後に身に付く能力 

4) 証明を行う社会的な意義 

 

履修資格  

募集定員  

開始時期 
 （開設期間が決まっている場合には、その期間及び終了後の実施体制の措置について記載） 

 

プログラム実施体制 
 

プログラムの総時間数 
及び修了に要する時間数 

 

修了要件 
 

修了認定の手続 
 

履修生一人当たりの 

受講料 

総額       円 

内訳：科目等履修生検定料・入学料・授業料         円 

公開講座受講料                   円 

履修証明書の証明者  

開講科目等 

講習又は授業科目名 1) 講習、授

業形態 
全時間

数 開講部局 2) 担当教員等（所属） 

     

     

     

     

1) 講習については概要を、授業科目についてはシラバスを添付すること。 

2) 履修者を「科目等履修生」として受け入れる科目には、開講部局を記入すること。 



別紙様式２（第１０条第４項関係） 

第   号 

 

 

 

履 修 証 明 書 

 

 

氏  名         

 

年  月  日生 

 

 

 学校教育法第１０５条の規定に基づき、所定の下記プログラムを修めたことを証明する。 

 

 

記 

 

プログラムの名称 

 

 

プログラムの概要 

 

 

 

 

 

プログラムの修了時間数 

 

 

  年  月  日 

 

京都大学○○○○長  氏   名  印 

 

 

※注 証明者は開設部局の長（複数の部局が共同して開設する場合は、部局長の連名によることがで

きるものとし、第１０条第３項による場合は総長とする。） 


